
16

平成
25年度「佐渡市観光資源活性化チャレンジ事業」を募集します

　市では地域の新たな観光資源を活用し、観光事業に取組む集落等を支援します。
　平成 25年度事業（平成 26年３月 31日まで）として、申請を希望する団体はお問い合わせください。
応募対象　集落および近隣集落で構成される団体、集落長の承認を得た団体
対象事業・補助基準

補助事業項目 事業内容 補助対象経費 補助基準

観光資源発掘改修事業
（ハード事業）

地域に内在する観光資源を発
掘または改修を行い、誘客でき
る環境をつくるもの

施設、観光資源等を整備
または改修する費用

補助対象経費の50％。ただ
し、100万円を上限とする

観光資源活用事業
（ソフト事業）

地域に内在する観光資源を活
用し、誘客活動を行うもの

イベント等の誘客活動
を行うための経費

補助対象経費の50％。ただ
し、50万円を上限とする

１　同じ事業主体が補助金交付を受けられる回数は、１回限りとする。
２　補助金は、本事業以外の類似する補助および助成事業と重複して交付することができない。
３　補助金の補助額の算定において、1,000 円未満の端数は、切り捨てる。
４　補助金の交付条件としてハード事業およびソフト事業の両方の事業を実施することを条件とする。
応募締切　５月 17日㈮
　	　申請に関する内容や書類の書き方等の相談についても受け付けていますので、担当係までお問い合わ
せください。なお、今年度の交付団体は２団体程度を予定しています。
申�請用紙等　申請用紙等は佐渡市ホームページからダウンロードするか観光振興課観光振興係までお問い
合わせください。
お問い合わせ　市役所観光振興課　観光振興係　☎６３－５１１６
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ほう賞授与式に出席された方々
（前列左から）大辻さん、中務さん、柏倉さん、 

川村さん、梶井さん、宿根木を愛する会、 
小倉子ども鬼太鼓育成会

（後列左から）小林教育長、甲斐市長、祝議長、
金子副市長


